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《９月定例会の報告》 
 ９月 23日、今井医師を囲んで自
由討議を行いました。 
 まきび病院に入職前は「子供を

診たかった」とのことで旭川児童

院で働かれていたそうです。 
常々、人と人が対等に話すのが医

療らしいと感じていた先生は、精

神科であっても部屋にカギがかか

ることに抵抗があり、当直経験の

あるまきび病院で働いてみようと

思われたようです。 
 臨床現場で患者さんがどのよう

に生きてこられたのか、そしてど

う生きていかれるのかを一緒に考

えたい。また、薬がすべてであっ

てほしくないとも考えておられる

そうです。 
 質疑応答では以下のやりとりが

ありました。 
Ｑ:慣れた頃にまた転勤になるんで
しょうか？ 
Ａ:大学の医局の異動辞令があるの
で残念ですがやむをえないんです。 
Ｑ:児童院ではどんな方を対象に？ 
Ａ:自閉症や発達障害の方。家族に
環境を整えてあげるようアドバイ

スしていた。乳幼児期の早期発

見・診断が大切。人との交流が苦

手な人が多く、学校でパニックに

なりやすい。 
家族：わが子が典型的な自閉症。

自分で自分を傷つけたり対応に疲

れる。 
それでも外に出すほうがいいのか

なと思う。 
家族：我が子はひとなつっこい。

でもしつけるのは難しい。 
Ｑ:服薬で体力は落ちますか？ 
Ａ:長期間服用すると、どうしても
だるさから動きづらくなる。 
精神疾患＋自閉症の場合でもあり

うる。精神疾患は治ると言えるが、

自閉症は症状なので固定しやすい。 
 相性もあるのですべての患者さ

んにとって名医にはなれないと思

う。気負わないようにしようと思

う。 
 
 
 

 
 
 



≪10月定例会の報告≫ 
 10 月９日、障害者自立支援法に
ついて、事務局より図説をまじえ

ながら説明をしました。内容は以

下の通りです。 
法律のできた背景、基本的視点、

福祉サービスの新体系、自立支援

医療、福祉サービスの利用負担の

見直し、サービス利用の過程、精

神保健福祉法の改正点、生活保護

の動向、自己負担増に対する対策

案など。 
 
※詳細な省令が決まっていないた

め、さまざまな手続きのしかたは

今後を待たなければなりませんが、

精神障害の場合ほかの障害にくら

べて施策や給付内容が立ち遅れて

いる現状があります。特に所得保

障の確立が急務です。 
多くの精神障害者は障害年金を

頼りに生活しているため、本来な

らば障害年金額が生活保護基準額

をうわまわらなければならないの

に、逆転しているのが実情です。

再提出された障害者自立支援法で

は所得保障確保を今後の見直しの

検討課題に挙げてはいますが、た

ちまち生活保護との部分的併給や

諸手当などで補っていくしかなさ

そうです。 
当日配布した資料は事務局に残

部がありますのでご希望の方は事

務局までお越しください。 
 なお、詳細は厚生労働省ホーム

ページ(援護局障害保健福祉課)か
らもご覧になれます。 
http://www.mhlw.go.jp 
 
 
 
 お知らせ  
 
①11 月定例会は下記の各研修に自
主参加となります。 
 
全家連全国大会（前号参照） 
11月 25日 10時～16時 入場無料 
 
岡山県家連大会  
＜岡山衛生会館 中ホール＞ 
◆開催内容：スピーカーズビュー

ロー（当事者）の紹介と体験発表 
 
岡山県精神保健福祉大会  
＜岡山衛生会館三木記念ホール＞ 
◆開催内容：テーマ「輝いて☆キ

ラリ」～精神障害者のスポーツ振

興にむけて～ 
 
②１２月定例会は４日（日）午後

１時 30分よりマインドホールにて
研修報告と、事務局より障害者自

立支援法の続報をお伝えする予定

です。 
特に通院公費負担制度を利用され

ている方は来年４月から実施され

るにあたり今年度中に更新手続き

をする必要がありますので、万障

お繰り合わせの上お越しください。

 


